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法
学
部
（
一
部
※
）
の
学

生
は
、
こ
れ
ま
で
、
１
年
次

は
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
（
神
奈

川
県
川
崎
市
）
に
通
学
し
、

２
年
次
か
ら
は
神
田
キ
ャ
ン

パ
ス
に
通
っ
て
い
た
。

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、

生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
の
施
設
が

一
部
損
傷
し
、
授
業
開
講
に

大
き
な
影
響
が
生
じ
た
た

め
、
学
部
の
授
業
展
開
の
再

検
討
が
必
要
に
な
っ
た
。

今
回
の
取
り
組
み
に
よ

り
、
法
学
部
の
導
入
教
育
の

充
実
は
も
ち
ろ
ん
、
担
当
教

員
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
機
会
が
増
え
る
こ

と
も
期
待
さ
れ
る
。

さ
ら
に
、
法
学
部
・
大

学
院
法
学
研
究
科
・
専
門

職
大
学
院
（
法
科
大
学

院
）
な
ど
の
法
学
教
育
機

能
を
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
に

集
約
す
る
こ
と
で
、
教
育

環
境
を
一
層
充
実
さ
せ

る
。

神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
地

下
鉄
の
神
保
町
駅
ま
た
は
九

段
下
駅
出
口
か

ら
徒
歩
３
分
の

好
立
地
に

あ

る
。
キ
ャ
ン
パ

ス
界
隈
は
、
昔

か
ら
本
の
街
、

学
生
の
街
と
し

て
知
ら
れ
て
い

る
。最

高
裁
判
所

や
霞
が
関
官
庁

街
、
国
会
議
事

堂
な
ど
に
も
ア

ク
セ
ス
し
や
す

い
場
所
で
、
法

律
や
政
治
を
学

ぶ
の
に
ふ
さ
わ

し
い
環
境
だ
。

※
法
学
部
に

は
昼
間
部
と
夜

間
部
が
あ
り
、

本
学
で
は
昼
間

部
を
「
一
部
」、

夜
間
部
を
「
二

部
」
と
呼
ん
で

い
る
。
今
回
対
象
と
な
る
の

は
、
昼
間
部（
一
部
）法
学
部

の
法
律
学
科
と
政
治
学
科
。

専
修
大
学
は
２
０
１
２
年
４
月
か
ら
、
法
学
部
（
法
律
学
科
、
政
治
学

科
）
の
す
べ
て
の
授
業
を
、
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
（
東
京
都
千
代
田
区
）
で

行
う
こ
と
に
な
っ
た
。

中
部
電
力
顧
問
を
迎
え
原
発
を
考
え
る
講
演
会
開
く
（
法
学
部
）
…
…
…
…
…
❷

寄
稿
「
被
災
し
た
子
ど
も
た
ち
に
心
の
ケ
ア
」
吉
田
弘
道
人
間
科
学
部
教
授
…
❸

教
育
研
究
振
興
協
力
資
金
募
金
寄
付
者
芳
名

―
「
東
日
本
大
震
災
」
被
災
学
生
に
対
す
る
支
援
金
を
含
む
…
…
…
❹
❺

石
巻
専
修
大
学
特
集
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
❼
～
❿

少
年
時
代
に
出
合
っ
た
日
本
を
追
い
か
け
て
―
イ
ラ
ン
か
ら
の
留
学
生
…
…
…


都
会
の
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン

ド
現
象
を
少
し
で
も
緩
和
し

よ
う
と
、
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス

周
辺
で
は
、
「
靖
国
打
ち
水

週
間
」
が
始
ま
っ
た
。

８
月
１
日
、
専
大
交
差
点

で
は
専
大
生
も
参
加
し
て
、

「
涼
し
く
な
ー
れ
！
」
の
か

け
声
と
と
も
に
打
ち
水
が
行

わ
れ
た
∥
写
真
（
６
日
ま

で
。
北
神
実
業
会
な
ど
主
催

・
千
代
田
区
後
援
・
靖
国
通

り
商
店
街
連
合
会
協
力
）

今
年
は
東
日
本
大
震
災
の

被
災
地
復
興
を
応
援
し
よ
う

と
、
靖
国
通
り
は
岩
手
県
南

部
風
鈴
が
飾
ら
れ
、
涼
や
か

な
音
色
に
包
ま
れ
た
。

内
田
未
由
紀
さ
ん
（
法

３
）
と
吉
村
梨
夏
子
さ
ん

（
同
）は
「
打
ち
水
を
す
る
と

ひ
ん
や
り
と
し
た
空
気
に
包

ま
れ
、
思
っ
た
以
上
に
涼
を

感
じ
ま
し
た
」
と
語
っ
た
。

東
日
本
大
震
災
復
興
へ
の
道
筋
を
探
ろ
う
と
、
社

会
知
性
開
発
研
究
セ
ン
タ
ー
／
社
会
関
係
資
本
研
究

セ
ン
タ
ー
主
催
に
よ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
復
旧
・
復

興
・
再
生
へ
の


絆
と
連
携
�
」
が
神
田
キ
ャ
ン
パ

ス
で
開
催
さ
れ
た
。
亀
山
紘
石
巻
市
長
、
坂
田
隆
石

巻
専
修
大
学
長
ら
が
講
演
。
震
災
後
の
状
況
や
復
興

へ
の
取
り
組
み
を
語
っ
た
。
∥
記
事
は
６
面
。

悲
願
達
成
！

７
月
２６
日

に
開
催
さ
れ
た
第
９３
回
全
国

高
校
野
球
選
手
権
熊
本
大
会

の
決
勝
戦
で
、
専
修
大
学
玉

名
高
校
は
熊
本
工
業
高
校
と

対
戦
し
、
１
対
０
で
勝
利
。

春
夏
通
じ
て
初
の
甲
子
園
切

符
を
手
に
し
た
。

接
戦
を
制
し
た
瞬
間
、
ナ

イ
ン
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
歓
喜

に
酔
い
し
れ
、
ス
タ
ン
ド
か

ら
地
鳴
り
の
よ
う
な
歓
声
が

響
き
渡
っ
た
。

専
大
玉
名
高
の
野
球
部
は

１
９
６
６
年
創
部
。
８
年
前

に
就
任
し
た
山
本
国
臣
監
督

（
平
９
経
営
）
は
甲
子
園
の

常
連
、
熊
本
工
の
出
身
。
厳

し
い
指
導
を
貫
き
「
母
校
・

熊
本
工
に
勝
っ
て
優
勝
す
る

の
が
夢
だ
っ
た
。
こ
こ
ま
で

こ
ら
れ
て
感
無
量
。
み
ん
な

よ
く
が
ん
ば
っ
た
」
と
選
手

た
ち
を
称
え
た
。
田
中
将
平

主
将
は
「
決
勝
戦
で
は
み
な

さ
ん
の
応
援
が
力
に
な
っ

た
」
と
語
っ
た
。

本
大
会
は
８
月
６
日
開
幕

し
た
。
専
大
玉
名
高
校
は
同

１１
日
の
第
２
試
合
で
光
星
学

院
高
校
（
青
森
県
）
と
対
戦

す
る
。

新
潟
・
福
島
豪
雨
で
被
災
さ
れ
た
学
生
の
皆
様
へ
経
済
的
支
援

７
月
の
新
潟
県
・
福
島
県
等
に
お
け
る
大
雨
に
よ
り
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
に
、
心
よ
り
お
見
舞
い
申

し
上
げ
ま
す
。

本
学
で
は
自
然
災
害
に
よ
る
被
災
世
帯
学
生
に
対
し
、
経
済
的
支
援
を
講
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
日

本
学
生
支
援
機
構
奨
学
金
（
緊
急
・
応
急
）
の
申
請
も
受
け
付
け
ま
す
。
該
当
す
る
方
は
、
左
記
ま
で

連
絡
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▽
一
部
学
生
∥
学
生
生
活
課
▽
二
部
学
生
・
二
部
事
務
課
▽
大
学
院
生
∥
大
学
院
事
務
課
▽
法
科
大
学

院
生
∥
法
科
大
学
院
事
務
課

（
学
生
生
活
課
）

▲ 喜びにわく専大玉名高ナイン（写真提供・朝日新聞社）

学
部
・
大
学
院
・

法
科
大
学
院
が�
集
結
�

法法学学部部のの全全学学年年をを

神神田田キキャャンンパパススへへ

「「復復旧旧・・復復興興・・再再生生へへのの〝〝絆絆とと連連携携〟〟」」ででシシンンポポ

２０１２年４月

亀
山
紘
石
巻
市
長
、坂
田
隆

石
巻
専
修
大
学
長
が
講
演

▼ 東日本大震災の展示も行われた

教育環境の充実期待

専
大
玉
名
高
校
が

初
の
甲
子
園
出
場

熊
本
大
会
で�
常
連
�破
る

▲ 専修大学神田キャンパス

▶

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
模
様

涼しくなーれ！
神田神保町かいわいで

専大生も参加し打ち水
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